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＜総務委員会の報告＞ 

J-ABAパンフレットの今昔 

村井 佳比子（神戸学院大学）・下山 真衣（信州大学） 

 

J-ABA のパンフレットをご覧になったことは

あるでしょうか？実は、現在のパンフレットは

2024 年にリニューアルしたばかりの“4 代目”

になります。 

1代目のパンフレットは 1996年、当時の理事

長である小野浩一先生のもとで企画され、1997

年に作成、1998年に公開されました。上質紙に

カラーで 1000部印刷されて、3つ折りのパンフ

レットとして年次大会はもちろんのこと、公開

講座や、高校生向けの出張講義などで配布され

ていたとのことです。このパンフレットが作成

される以前には、「日本行動分析学会の御案内」

という入会案内（B5版）を作成、配布されてい

たとのことでした。 

2代目のパンフレットは 2016年、当時の理事

長である故・坂上貴之先生のもとで作成され、

2017 年に 1500 部印刷されました。紹介文や組

織図は坂上先生ご自身が執筆・作成し、写真は

眞邉一近先生のオリジナルを使用しています。

1 代目を引き継ぎ、ぎっしりと文字で埋め尽く

された裏面からは、学会への愛情と広報への熱

意が感じられるのではないでしょうか。 

3代目は 2019年、当時の理事長である武藤崇

先生のもとで作成され、2020年に公開されまし

た。2019年の代議員選挙を経て新しい理事が就

任し、これを契機にパンフレットをリニューア

ルしました。デザインは J-ABA のイメージカラ

ーであるブルーを基調とし、学会ホームページ

からダウンロードする形式に変更しています。 

4代目は 2023年、現理事長である山岸直基先

生のもとで作成され、2024年に公開されました。

3つ折り以外の他のデザインも検討したうえで、

現デザインが選ばれました。諸活動の記載内容

を充実させたほか、QRコードを活用する等、学

会にアクセスしやすいパンフレットとなってい

ます。 

パンフレットは学会ホームページの「学会の

概要」から、どなたでもダウンロードいただく

ことができます。 

 

https://j-aba.jp/aboutus/index.html 

 

学会ホームページには学会アーカイブや資料

館など、貴重な資料やさまざまなコンテンツが

隠れています。パンフレットをダウンロードす

るついでに、是非、探検してみてください。 

 

※本ニューズレター発行後、記事内容の修正を

行いました（2024 年 7 月 17 日）。修正箇所は 1

代目のパンフレットの説明です。最初、1代目の

パンフレットは 2016 年に作成されたと記載し

ておりましたが、それ以前に作成された 1998年

版のパンフレットが見つかったと、藤健一先生

から情報提供いただきました。小野浩一先生に

もご確認いただき、現在は 4 代目であることが

わかりました。ご指摘に感謝申し上げるととも

に、調査が不十分であったことを心よりお詫び

申し上げます。 

  

https://j-aba.jp/aboutus/index.html
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1998年版パンフレット表 

 

1998年版パンフレット裏 
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2017年版パンフレット表 

 
 
2017年版パンフレット裏 
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2020年版パンフレット表 

 
 
2020年版パンフレット裏 
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2024年版パンフレット表 

 

 

2024年版パンフレット裏 
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＜法務委員会の報告＞ 

井澤 信三（兵庫教育大学）・久保 尚也（駒澤大学） 

 

 法務委員会は、井澤と久保の 2 名で担当して

います。法務の仕事としては、(1)定款等の規則

の整備、(2)選挙、(3)倫理委員会、等がありま

す。今回、法務委員会の仕事を紹介させていた

だきます。まず、井澤からは、(1)と(2)について

です。 

 

（１）定款等の規則の整備 

 本学会が 2015年に一般社団法人となり、それ

に伴い、定款等の規則の整備は重要な位置づけ

となっています。一般社団法人とは、「一般社団

法人及び一般財団法人に関する法律（平成 18年

法律第 48 号）」に基づいて設立された社団法人

のことをいいます。一般社団法人は、設立の登

記をすることによって成立する法人です。一般

社団法人の設立には、定款が必要であり、その

定款に従い、活動していきます。本学会の定款

の第 3 条（目的）と第 4 条（事業）には、以下

のように記されています。 

第 3 条 この法人は、行動分析学の研究を促進

すると共に、関係者間の連帯共同によって、行

動分析学の進歩を図ることを目的とする。  

第 4 条 この法人は、前条の目的を達成するた

め、次の事業を行う。 

(1) 行動分析学に関する年次大会、学術集会、

研究会等の開催 

(2) 行動分析学に関する教育事業 

(3) 行動分析学に関する機関誌及び学術図書等

の発行 

(4) 関連諸団体との情報交換及び国際交流 

(5) その他前各号に関連する事業  

毎年の年次大会や機関誌発行も定款に従い、

事業として行っています。後ほど紹介されるダ

イバーシティおよびハラスメント・ポリシーも、

そのような規則の整備につながっていくもので

す。 

 

（２）選挙管理員会 

 定款に従い、４年に１回の代議員選挙、２年

に１回の役員（理事・監事）と理事長選挙を管

理・運営するのが、選挙管理委員会です。前回の

代議員選挙は、選挙管理委員長の島田茂樹先生

（常磐大学）のもと実施しました。代議員選挙

は立候補制となっており、多くの方に立候補し

ていただくことが学会の活性化にもつながると

思います。次期の選挙の際には、どうぞ前向き

にご一考ください。 

 

次に、久保からは下記２点について紹介させ

ていただきます。ひとつは倫理委員会について、

もうひとつはダイバーシティおよびハラスメン

ト・ポリシーについてです。 

 

（３）倫理委員会について 

 新体制への移行にともない、倫理委員会も新

たなメンバーで運営することになりました。今

期の倫理委員会委員は、佐藤美幸先生（京都教

育大学）、竹内康二先生（明星大学）、長谷川福子

先生（筑波大学）、吉野俊彦先生（神戸親和大学）、

そして久保（駒澤大学）の計５名となります。 

 倫理委員会の目的は、会員の諸活動の倫理的

公平さを維持するための活動を行うことです。

基本的な活動は、倫理綱領の整備、会員から提

訴された本学会の倫理綱領に違反している問題

への対処となります。今期は従来の活動だけで

なく、可能であれば、学会員のみなさまの研究

倫理の考えが深まるような活動も何か行えれば

と考えております（次期になるかもしれませ
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ん・・・）。 

 

（４）ダイバーシティおよびハラスメント・ポ

リシーについて 

これら２つのポリシーの作成については、総

務委員の先生方と協力しながら作業を進めるこ

ととなりました。前者のダイバーシティ・ポリ

シーについては、5 月 15 日に学会 HP に公開さ

れました。第 42回年次大会もこのポリシーに従

って開催されますので、年次大会参加前にぜひ

ご一読ください。 

後者のハラスメント・ポリシーについては現

在、鋭意作成中です。また、このポリシーの作成

と同時に、ハラスメント防止規程の作成にも着

手しております。これらポリシーの策定および

規程の制定の目的は、学会員あるいは本学会に

関連する皆様が安心して学会活動に取り組める

環境を構築することとなっています。こちらに

ついても理事会での承認が得られ次第、学会ホ

ームページにて公表されるかと思います。公表

された際はぜひご一読いただき、“J-ABA は居

心地がよい”と誰もが感じられる学会の雰囲気

づくりにご協力いただければ幸いです。
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＜渉外委員会の報告＞ 

空間 美智子（京都ノートルダム女子大学）・ 

丹野 貴行（明星大学） 

 

渉外委員会の現在の活動をご報告させていた

だきます。2023年 6月に発足した現理事会体制

では、空間と丹野が渉外委員を担当させていた

だいています。空間が国外、丹野が国内担当で

す。国外業務は、国際行動分析学会（Association 

for Behavior Analysis International：ABAI）

の支部としての活動と、その ABAI 年次大会の

Expoでの日本行動分析学会の紹介などです。国

内業務は、ABAI/SQAB参加助成事業と、J-ABAニ

ューズの発行です。また、日本行動分析学会若

手会は渉外委員会に紐づけて組織されています。

これは若手会が日本学術会議の要請に従う形で

設けられたことに起因しています。これより、

若手会の活動、たとえば年次大会における若手

研究者優秀発表賞の運営などにも共同で当たっ

ています。 

現体制での大きな変更を 2 つご報告させてい

ただきます。1つめは、J-ABAニューズの発行回

数を、年 4 回から年 2 回へと減少させたことで

す。この経緯については、J-ABAニューズの 2023

年秋号に「編集の辞」として記しています

（https://j-aba.jp/journal/nl113.pdf）ので、

詳細はそちらをご参照ください。 

2 つめは、若手会からの意見をくみ上げる形

で作られた、「学生会員年次大会発表助成制度」

です（以下のサイトをご確認ください https://j-

aba.jp/award/data/member_student2024.pdf）。学生

会員の多くは、複数の学会に所属しそこでの発

表を行っていることでしょう。そして、たとえ

ば日本心理学会での発表で出費がかさむので日

本行動分析学会の参加・発表は諦める、そうい

ったケースが散見される、これを改善したいと

いう要望が若手会より寄せられました。2024年

6 月現在の日本行動分析学会のホームページに

は、本学会の目的を述べた一文の中で、“行動分

析学に関わる研究、教育、実践活動の促進”が挙

げ ら れ て い ま す （ https://j-

aba.jp/aboutus/outline.html）。学生会員の研

究活動の活性化はこの目的に大きく資するもの

だと考えます。理事会での審議を経て新設され

たこの「学生会員年次大会発表助成制度」では、

ポスター発表の第一発表者となっている学生会

員の大会参加費が免除されます。また、遠方か

ら参加する学生のために、大会会場までの交通

費の一部助成も含まれています。こうした随伴

性の整置により、若手会員の研究活動がさらに

活性化することを期待しています。 

 

 

https://j-aba.jp/journal/nl113.pdf
https://j-aba.jp/award/data/member_student2024.pdf
https://j-aba.jp/award/data/member_student2024.pdf
https://j-aba.jp/aboutus/outline.html
https://j-aba.jp/aboutus/outline.html
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＜日本行動分析学会創立40年記念事業実行委員会の報告＞ 

中鹿 直樹（立命館大学） 

 

日本行動分析学会は前身の「行動分析研究会」

として 1979 年にスタートし、1983 年に学会と

して第 1 回年次大会を開催しました（学会サイ

ト『概要と沿革』より）。昨年 2023年は創立 40

年の節目の年でした。40 年を迎えるにあたり、

創立 40年記念事業準備委員会（後に実行委員会）

が組織され、理事会と連携しながら事業の準備・

実施にあたってまいりました。事業を終えるに

あたりニューズレターで皆様に概要をご報告い

たします。 

 創立から 40年を経過しましたので、学会創立

の時を知る先生方の中には亡くなられた方も多

くおられます。様々なことを継承するのが難し

くなってきたように思います。準備委員会とし

て「古いものを継承して新しい時代を築く」と

いう方針を立ていくつかの企画を計画いたしま

した。 

 企画の一つは上記方針に関するシンポジウム

の開催でした。以下の３つのシンポジウムを実

施しました。 

・ 「師の教えを刻んで―行動分析学を基にし

た臨床スキルの継承―」第 40回年次大会 

・ 「実験的行動分析を未来に繋ぐ」第 41回年

次大会 

・ 「『ことばと行動』がつなぐバトン」」横浜

学術集会 

 それぞれのシンポジウムについては過去のニ

ューズレターに記事がありますのでぜひご参照

ください。 

 もう一つの企画はアンソロジーの発行です。

30年記念事業の際にも「行動分析学研究アンソ

ロジー2010」が編集・出版されました（出版は

2011 年）。アンソロジー2010 は初学者に行動分

析の全体像を知ってもらうものとしてよくまと

まっています（武藤先生による編集後記「行動

分析学を味わうために」参照）。私も、行動分析

を学びたいという学生にはアンソロジー2010の

通読を薦めてきました。よい手本がありました

ので、40年記念事業でもアンソロジー2023年版

を計画いたしました。2011 年からのこの 10 年

余りの間には多数の行動分析の書籍が出版され、

行動分析に関する本の状況は大きく変わってき

ました。そこで今回は Web 上での公開をするこ

とといたしました。 

 シンポジウムについては動画撮影をいたしま

したので、学会の Web ページでの公開を予定し

ています。アンソロジーについても動画にあわ

せた Web 公開を予定しています。これらの公開

をもって記念事業は終了となります。 

 2033 年には学会創立 50 年を迎えます。その

時の行動分析学をめぐる状況はどうなっている

かは予測できませんが、今回 40年事業にご協力

いただいた若手の先生方はそのころには、中堅

として行動分析学会を支えてくださっていると

確信いたします。学会員の皆様により研究・実

践を通じて行動分析学が発展し、その先に 50年

記念事業が待っていると思います。行動分析学

の歴史をこれからも積み重ねてまいりましょう。 

 

※本記事にあわせて実行委員会で運営していた

x（旧 twitter）もお読みください。アンソロジ

ー2010の論文紹介もしています。 

https://x.com/Jaba40thKinen 

 

https://x.com/Jaba40thKinen
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＜自著を語る＞ 

書籍執筆のパフォーマンス・マネジメント： 

私のエビデンスベイスト・プラクティス 

東 美穂（慶應義塾大学） 

 
2024 年 3 月 29 日に発売された、一般社団法

人公認心理師の会 教育・特別支援部会監修『公

認心理師必携！事例で学ぶ教育・特別支援のエ

ビデンスベイスト・プラクティス（金剛出版）』

について、分担執筆者として携わった際の執筆

記について報告します。私は、東京都立大学（慶

應義塾大学名誉教授）の山本淳一先生と第Ⅱ部

の第２章、第Ⅳ部の第２章を担当しました。第

Ⅱ部の第 2 章では、行動分析学研究をはじめと

する 10の学術誌を対象に、2017年から 2023年

までの論文のデーターベース化をしました。そ

の選択基準は、本書をご覧ください。少なくと

も Pre-Postで定量的に評価した発達・教育・特

別支援教育の論文を 171 編抽出し、従属指標ご

とにリスト化しました。例えば、社会的スキル、

アカデミックスキル、不安・うつ・ストレス、問

題行動などです。抽出した 171 編の論文は、文

献リストに整理されており QR コードをスマー

トフォンで読み取ることで、論文の PDF を端末

内に読み込むことができます。第Ⅳ部の第 2 章

では、発達・教育・特別支援教育における行動分

析学をもとにした単一事例研究の活用方法、エ

ビデンスとしての重要性をまとめました。 

 

はじめに 

私は現在、公認心理師・臨床心理士として、医

療機関でカウンセリング外来をもち、大学で非

常勤講師をしながら、慶應義塾大学社会学研究

科博士課程で研究活動を行っています。臨床経

験は、今年で 12年目となりました。2012年 3月

に臨床心理学専攻の修士課程を修了後、大学病

院の小児科部門に就職し、以降、小学校スクー

ラウンセラーや震災地域でのボランティア活動

（スクールカウンセラーなど）にも従事してき

ました。本格的に、研究者人生がスタートした

のは、2019年です。 

私が、研究者を志した理由の一つに、「適切な

支援を 1 人でも多くの人に提供し、問題を解決

したい」という熱い臨床家魂があります。大学

病院では、「なぜこんなに重症な方が多いんだ

ろう」「重篤化する前になんとか問題を解決、軽

減することはできなかったのだろうか」と悶々

としながら仕事をしていました。当時の私は、

エビデンスに基づいた支援を適切に行うための
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知識も技術も乏しかったと感じています。適切

な臨床スキルを身につけ、エビデンスをもとに

目の前の患者さんの問題を解決し、さらには問

題を解決・軽減しやすい社会、問題発生を予防

できる社会を目指すべく、臨床研究を行いたい

と強く思い、茨の道に入る選択をしました。 

慶應義塾大学では、発達障害のある子どもへ

の臨床介入実験を行い、客観的データに基づい

た成果を論文、学会発表を通して社会に発信す

るとともに、週 180 分以上の臨床実習を３年間

受けました。そのほか、慶應義塾大学の授業に

は実践的で、かつ最先端で活躍されている非常

勤講師の先生方の講義も多く、気づいたら 60単

位（修了要件 20単位）を取得しており、学費の

もとも十分に取ることができました。 

 

執筆記 

博士課程に入学後は、それまで以上にエビデ

ンス、客観的データに敏感になり、臨床現場で

も支援の成果を重視し、PDCAをまわす努力をし

てきました（もちろん患者さんに合わせながら、

負担をかけずにベストプラクティスを吟味して

います）。実践家としての成果、問題を解決でき

たという実感ももてることが増えました。また、

研究者としての成果も積み上がっていきました。

そんな 2023 年 4 月 13 日。山本先生からのお誘

いで、『公認心理師必携！事例で学ぶ教育・特別

支援のエビデンスベイスト・プラクティス（金

剛出版）』の共著者となりました。本の執筆は夢

の一つであり、まさに今、私が大切にしている

エビデンスに基づいた臨床的

な技術を集約した本の執筆に関われるなんて、

夢のまた夢で、心の底から嬉しかったことを覚

えています。 しかし、そこから、2本目の茨の

道がはじまりました。原稿締め切りは 6月 30日。

その後、急ピッチで執筆作業に取りかかりまし

た。山本先生が本文の執筆を主に担当し、私は

文献のマッピング、用語整理、構造化文献リス

トの作成を主に担当しました。おおまかな作業

の流れを図 1に示しました。 

1. 論文の抽出作業 

まず 1 日がかりで、本書 P32 に記載された条

件で学術誌を検索し、はじめに 227 編を抽出し

ました。論文抽出作業を通して発見したことが

いくつかあったので、以下に示しました。 

• J-STAGEに掲載されていなかった雑誌： 

「子どもの心とからだ」と「心理臨床

学研究」 

• 購読者番号を入手（購読料課金）しない

と閲覧できない文献が多い雑誌： 

「カウンセリング研究」「脳と発達」 

• 医療系雑誌は介入研究がほぼない（「脳

と発達」で１件のみ抽出できたが、症例

報告であった）。 

• ある雑誌では、独立変数と従属変数が明

確ではない論文が多く掲載されていた

（研究の再現性がない）。 

• 抽出条件の最低ラインが、Pre-Postだっ

たが、臨床介入の論文の場合は、Pre（BL）

評価がなく、介入の効果を継時的に複数

回評価することで量データを計測する方

法が取られやすい（臨床的には、BLを取

らずにすぐに介入したい気持ちもよくわ

かる）。
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2. 抽出論文の精査 

次は、トータル 2,3 日くらいかけて、集中的

に抽出論文の精査を行いました。そのうちの 10

時間は、山本先生と対面でぶっ続けで精査作業

を行いました。お昼ご飯を食べるのも忘れてい

たような気がします。確か、遅めのお昼（早めの

夕飯？）を大学近くのイタリアンでいただきま

した（実は、注文したのと違う料理が出てきた

のですが、違うと言えずにそのまま食べました

笑）。精査の結果、227編から 171編に選び出し

ました。 

3. マッピング作業 

精査が一通り終わったところで、それぞれの

文献の内容を統一のフォーマットにマッピング

する作業に入りました。マッピングは、ほぼ丸

一日で完結させたと思います。具体的なマッピ

ング項目は本書 P36〜P 41 の「表 1〜表４ター

ゲット行動別論文リスト」をご参照ください。 

4. 用語の整理、統一 

マッピング作業と同時進行で、「行動分析学

事典」「認知行動療法事典」を参照し、用語統一

の作業を行いました。どちらの事典に準拠する

かは、山本先生と吟味し、より読者に馴染みの

ありそうな用語、読みやすい用語を選択した。

例えば、「セルフモニタリング」は、行動分析学

事典では「自己モニタリング」、認知行動療法事

典では「セルフモニタリング」と表記されてい

ます。「セルフモニタリング」の方がよく使用さ

れている、馴染みがあると判断し、採用しまし

た。 

5. マッピング情報の構造化文献リスト（表作成） 

マッピング作業と同時進行で、「標的行動と

文献の紐づけ作業」と称し、標的行動、文献、対

象属性、対象人数、支援技法を一覧できる表を

作成しました（本書 P36〜P 41 の表 1〜表４タ

ーゲット行動別論文リスト参照）。表の作成は、

どのような表記がわかりやすいか、試行錯誤し

ながら時間をかけて調整しました。ちまちま作

業をしながら、トータル２週間くらいかけて、

表の整理と修正、改良を繰り返し、完成させま

した。 

6. 本文の執筆 

マッピング、用語整理、構造化文献リスト作

成と同時進行で、本文の執筆にも取りかかりま

した。本書は、公認心理師という実践家が読者

なので、実践家に響く言葉、文面にするため、

「書いた文章」ではなく「しゃべった文章」を心

がけました。「しゃべった文章」をまとめる方法

としては、実際に「しゃべる」ことです。山本先

生の頭の中の生の論理構造をそのままトークし

ていただき、それを文字起こしアプリを使って

リアルタイムで逐語を作成し、その後私が微調

整を行いました。山本先生が講演でもしている

かのような、目の前で語りかけているかのよう

な文章が生成されました。そして、その「しゃべ

った文章」を、さらに山本先生が洗練させ、完成

しました。 

7. 原稿の提出および校閲作業 

血と汗の結晶である原稿を期日までに完成さ

せ、無事に編者者に送ることができました。そ

の後、編集者から校閲依頼がきました。ついに、

茨の道を抜ける時が見えてきました。金剛出版

の編集者の方と共に校閲作業に入りました。 

私は、本の出版に関わるのは初めてなので、

校閲の方法を知りませんでした。校閲の記号の

説明もなく、記号の意味および校閲スキルを、

編集者の校閲を見て学びました（セルフ OJT）。

自分が朱入れを行う時も編集者の書き方を真似

て同じ記号を使いました。朱入れが終わった原

稿を見返していると、あたかも「執筆慣れ」して

いるかのような気分に錯覚しました。ちなみに、

私は、模倣で学習するのが得意です。臨床実習

でも、先生の行動の形態と機能を模倣してスキ

ルを習得していました。 

校閲作業を通して感じ、学んだことは、「丁寧

な作業」です。日々、とても忙しく、慌ただし

く、24時間じゃ足りないくらいの感覚で過ごし

ています。「手なり作業」になってしまいそうで

すが、編集者の方の原稿へのコメントを拝見し、
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「丁寧な作業」に感服しました。私たち実践家

は、「丁寧な支援」を行いますが、編集者の方も

我々と同様にその道のプロです。執筆作業に間

違いがあってはいけません（論文も研究も仕事

もうまくいかないことはあっても間違いがあっ

てはいけない！）。 

編集者の校閲はとても丁寧で、コメントも綺

麗な字で書かれていました。執筆者に伝えたい

内容が誤解なく正しく伝わるように、というこ

とは当たり前ですが、「手なり作業」ではなく、

愛情をもって丁寧に優しく校閲しているのが伝

わってきました。私も普段は蛇のような荒れた

字を書きますが、この時は、一字一字丁寧に魂

を入れて書き、矢印や線を引く部分も（上から

線を引く、下から線を引くなど）ルールを作っ

て統一して書き入れていきました（ちなみに、

鉛筆で下書きをして間違いがないことを確認し

てから、赤ペンで清書しました）。山本先生、編

集者の方との共同作業により、素晴らしい原稿

が仕上がりました。 

 

「成果物」という喜び 

＝最高・最強の強化子 

校閲作業も無事に終わり、まだかまだかと本

の完成を楽しみに待っていました。本が届いた

時には、なんとも言葉で表現できないような感

情が湧き出て、ニヤニヤと口元が緩んでいまし

た。お世話になっている職場の医師や恩師に送

るため、追加で購入し、謹呈しました。論文や学

会発表も、ある種の成果物であり、確かなエビ

デンスを基盤に社会に発信するものです。しか

し、本は、それらよりも日常生活においてより

身近な存在であり、実践家の目に触れる機会も

多くあると思っています。その本が完成し、自

分の目の前に現れたときは、ぶっ続けの 10時間

の対面ミーティングも、徹夜して文献を抽出し

たり、表整理をしたり、過酷な執筆環境も全く

苦に感じなくなります。私にとって「成果物（本、

論文、学会発表など）」は、研究活動のみならず

臨床活動においても強化子として機能していま

す。 

 

推しポイント（読みどころ） 

最後に、我々が担当した章の推しポイントを

２つお示しします。1つ目の推しポイントは、タ

ーゲット行動ごとに、文献と支援方法を整理し

た点です。実践現場で実際に支援を行う際、ど

のような支援がこの子に合っているのか、この

ターゲット行動に対する支援方法にはどんな効

果的な方法があるのかを調べる際に、辞書的に

使うことができます。2つ目の推しポイントは、

今回抽出した 171編の論文に 3秒 3ステップ（①

カメラ起動→②QR コードを読み取る→③URL を

タップ→文献リスト）でアクセスできることで

す。本書 P42〜P51には、文献リストを掲載して

います。そして、P51にある QRコードをスマホ

で読み取ると、文献リストをスマホの中に読み

込むことができます。そして、読みたい論文の

DOI をタップすることで無料かつ秒で論文をス

マホにダウンロードすることができます。文献

リストをブックマークしておくことで、本書を

持ち歩かなくても、いつでもどこでも 24 時間、

片手で論文に触れることができます（コンビニ

よりも Uberよりも早くて便利）。公認心理師の

日常生活に閲読文化の到来です。 

  

最後に 

山本先生とは、対面、Zoomでのミーティング

を頻回に行いました。1回 30分くらいのことも

あれば、数時間に及ぶこともありました。ミー

ティングをして、一度それぞれ 1 人で作業して

から、再度集合して議論をすることもありまし

た。締切日から逆算し使える時間を割り出し、

その作業に何分（何時間）かかるのか、作業時間

を計算し、計画的に作業を進めていきました。 

普段の研究ミーティングや授業においても、

常に、作業にかかった時間を測り、今後の作業

に必要な時間を予測し、有限な時間を無駄にせ

ず作業を進めるよう指導を受けてきました。時
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間を決めないと、ダラダラ作業して、「あ、今日

も A の作業しかできなかった。Βの作業はまた

明日か」と先延ばしの人生が待っています。 

私は、見通しがわからないことを決めるのが

苦手です。何分かかるかわからないので、見当

もつきません。しかし、普段の研究ミーティン

グ、今回の執筆作業を通し、次のことを改めて

学びました。有限な時間を自己管理し、決めら

れた質以上のものを決められた期日までに完成

させ、素晴らしい成果物を世に送り出す。そし

て、共著者、共同研究者、仲間と楽しく作業にコ

ミットする。茨の道は、茨ではない。「進まざる

者は必ず退き、退かざる者は必ず進む（福沢諭

吉『学問のすすめ』5編）」のだ。 

 

謝辞 

本書の執筆作業に私をお誘いくださり、書籍

執筆のノウハウを惜しみなく伝授してくださっ

た山本淳一先生、事務連絡含み丁寧な校閲作業

をしてくだった金剛出版編集部の植竹里菜様、

私の執筆にご許可くださった公認心理師の会の

皆様に、敬意と共に厚く感謝の意を表します。

ありがとうございました。
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＜こんな論文書きました＞ 

行動分析学のフロンティア：反応形成 

折原 友尊（明星大学） 

 

折原友尊・丹野貴行 (2022) 反応形成研究の現

状と展望 ―芸術から科学へ―, 心理学評論, 

65, 1–19. 

https://doi.org/10.24602/sjpr.65.1_1 

 

『心理学評論』にて、拙稿「反応形成研究の現

状と展望 ―芸術から科学へ―」が 2022年に掲

載されましたことをご報告させていただきます。

本稿の目的は、これまでの反応形成研究で得ら

れた知見を整理して、現状での課題とそれを踏

まえた今後の展望についてを論じたものとなっ

ております。本稿の大まかな構成は次の通りと

なります。第１に、反応形成の歴史的経緯を踏

まえつつ、本稿で議論する反応形成の定義とそ

の参照範囲を明確にしました。第２に、分化強

化と逐次接近を組み合わせた反応形成の手続き

を用いた研究に焦点をあて、それらを反応形成

の成否を問うものと、その成否を左右する制御

変数を探るものの２つの視点から整理しました。

第３に、反応形成研究における課題を踏まえて、

今後の展望として３つの方向性を提示しました。

最後に、反応形成研究の概念的意義について論

じました。 

反応形成は、行動分析学において強化スケジ

ュールと並ぶ重要なテーマとして位置づけられ

ていますが、強化スケジュール研究の隆盛とは

対照的に、反応形成の研究は実はそれほど発展

しておりません。そのため、反応形成はいまだ

未開拓な領域と言えましょう。もし拙稿を読ん

で、反応形成研究に興味を持っていただけまし

たら、此れ幸いです。 

ちなみに、この「こんな論文書きました」とい

うコーナーでの記事が掲載された 2014 年は 10

年も前で、さらに更新されたのも 10年ぶりでし

た（笑）。自分の研究をたくさんの方により広く

知らしめるにはうってつけのコーナーだと思い

ます。皆様もぜひ活用してみてください！ 

 

https://doi.org/10.24602/sjpr.65.1_1
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編集後記 
J-ABAニューズレター115号（2024年夏号）

は、理事会各委員会からの報告と、2 本の自

著・自論文紹介記事で構成されました。各年

度の最初の号の記事投稿が少ないという J-

ABA ニューズ前編集部からの引継ぎを受け、

ではその号において、理事会各委員会の活動

内容を積極的に発信していこうという形とな

りました。 

また今回は、「自著を語る」と「こんな論文

書きました」に、それぞれ 1名からの記事の

ご投稿がありました。J-ABA ニューズは、行

動分析学にかかわる著作や論文の情報伝達の

場としても機能してきました。自らが執筆し

た著作や論文を皆に紹介したい！そこに込め

た思いを伝えたい！そした場としても J-ABA

ニューズをご活用いただければ幸いです。 

（丹野貴行）

 

J-ABAニューズレター編集部よりお願い 

 J-ABAニューズでは、会員の皆様からの記事の投稿を募集しています。学会参加記、研究紹介、

研究室紹介、施設・組織紹介、書評、用語についての意見、求人情報、イベントや企画の案内、

その他行動分析学の発展に資する記事などが対象となります。投稿にあたっては、Wordファイ

ル形式もしくはテキストファイル形式で、下記の編集部宛に電子メール添付でお送り下さい。  

 掲載の可否は、理事会での審議を経たうえで、編集部で決定します。記事の内容については、公

開を前提に、個人情報等の取扱いも含め、各種法令の遵守に十分ご注意ください。また、学術的

に明らかに誤った記述、学会活動や行動分析学に全く関係のない記事、営利目的と考えられる記

事（著訳書等の紹介を除く）、差別的表現や誹謗中傷が含まれると判断された記事等について

は、 編集部より修正を求める場合や、掲載をお断りする場合があります。J-ABAニューズにお

いて上記に関係する懸念がございましたら、編集部までご相談下さい。 

 J-ABAニューズは、日本行動分析学会のウェブサイトで公開されます。J-ABAニューズに掲載さ

れた記事の著作権は、日本行動分析学会に帰属します。  

 

〒191-8506 東京都日野市程久保２－１－１  

  明星大学心理学研究室（27-1201）  

J-ABAニューズ編集部 丹野 貴行 

E-mail: tantantan01@gmail.com 
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